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はじめに

• 対象読者, ix ページ

• 表記法, x ページ

• 関連資料, xi ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

このガイドは、エンドユーザポータルのユーザアカウントを設定しようとしている管理者は対

象外です。

エンドユーザのエンドユーザポータルでの設定の詳細については、『Cisco UCS Director
Administration Guide』を参照してください。

Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
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表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（Italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#
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「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連資料

『Cisco UCS DirectorDocumentation Roadmap』

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URLにある『Cisco UCS Director
Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての Bシリーズマニュアルの完全なリストについては、『Cisco UCS B-Series Servers
Documentation Roadmap』（URL：http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照し
てください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。
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『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』にはCisco UCSManagerおよびCisco UCS
Centralのドキュメントのリンクが含まれています。『Cisco UCS C-Series Servers Documentation
Roadmap』には Cisco Integrated Management Controllerのドキュメントのリンクが含まれていま
す。

（注）

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービスリクエストの送信、追加情報
の収集の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元に直接送信するに

は、『What's New in Cisco Product Documentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィード
は無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、こ

のマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものではありませ

ん。

表 1：Cisco UCS Director リリース 6.5 の新規機能と変更された機能

参照先説明機能

ランディングページ, （4
ページ）

メニューバーが、ランディン

グページの上部から左側に移

動しました。

ランディングページのメニュー

の新しい場所

VM, （57ページ）VMレポートには、[vCenterVM
ID]フィールドおよび [vCenter
IP]フィールドが表示されなく
なりました。

VMレポートからフィールドが
削除されました

共通のアイコン, （8ページ）カタログは、テーブルビュー

またはタイルビューでのみ表

示できます。

カタログのリストビューが削

除されました

Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
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第 2 章

概要

• エンドユーザポータル, 3 ページ

• ランディングページ, 4 ページ

• ヘッダー, 6 ページ

• メニュー, 7 ページ

• サマリーダッシュレット, 7 ページ

• ダッシュボード, 8 ページ

• 共通のアイコン, 8 ページ

• 診断リソースの通知, 10 ページ

エンドユーザポータル
エンドユーザポータルは、管理者が提供するサービスのカタログを含むセルフサービスポータ

ルです。ユーザが利用できるサービスの 1つをリクエストすると、エンドユーザポータルは、
管理者が設定したサービスリクエストワークフローを実行します。このワークフローには、セル

フサービスプロビジョニングリクエストの承認、必要なコンピューティング、ストレージネット

ワークリソースの割り当て、さらには、セキュリティとパフォーマンスの設定が含まれます。

サービスがプロビジョニングされると、ランディングページのサマリーダッシュレットとサマ

リーレポート、およびエンドユーザポータル内で使用可能なサービスリクエストレポートを

通じて、サービスの状態を追跡することができます。

エンドユーザは、管理設定に応じて次の 1つ以上の操作を実行することができます。

•仮想マシン（VM）、アプリケーション固有のインフラストラクチャ、およびベアメタルサー
バのプロビジョニング

•サービスリクエストの確認と管理

• OVFやその他の画像のアップロードと展開

•プロビジョニングされた仮想リソースと物理リソースのモニタとレポートの作成

Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
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•インフラストラクチャをプロビジョニングするためのサービスリクエストの承認

管理者がユーザに必要な権限を割り当てると、追加の機能が使用できる場合があります。

ランディングページ
エンドユーザポータルにログインすると、ランディングページが表示されます。ランディング

ページに表示される要素は、ユーザや管理者がどのように表示を設定しているかによって異なり

ます。

次に、ランディングページで利用可能な要素を示します。

•ヘッダー：ページの上部に表示されます。

•メニュー：エンドユーザポータルの頻繁にアクセスされる要素を表示します。

•サマリーダッシュレット：オプション。サービスとリソースの現在の状態のサマリーが視覚
的に表示されます。サマリーダッシュレットは、管理者が設定し、ユーザのダッシュボード

が有効になっている場合にのみ、使用できます。

•カタログ：オプション。VMのカタログフォルダ、サービスコンテナ、およびユーザが確認
および要求するために使用できるその他のサービスが表示されます。

•ダッシュボード：オプション。ランディングページへの追加を選択するためのサマリーレ
ポートが表示されます。サマリーレポートは、ダッシュボードが有効になっている場合にの

み使用できます。
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管理者がダッシュレットを設定していないまたはカタログをパブリッシュしていない場合は、

「ダッシュレットが設定されていません（No Dashlet Configured）」または「カタログがパブ
リッシュされていません（No Catalogs Published）」のメッセージが表示されます。

（注）

図 1：ダッシュボードとサマリーダッシュレットが表示されているエンドユーザポータルのランディングページ

説明名前番号

メニューなどの頻繁にアクセスする要素が含まれています。

ヘッダーは常に表示されています。

ヘッダー1

マウスオーバーすると展開され、詳細な機能にアクセスできま

す。メニューのオプションをクリックすると、メニューが縮小

します。

メニュー2

管理者が設定したWebページへのリンクが提供されます。こ
のリンクはオプションで、管理者が実装していない場合があり

ます。

リンク3
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説明名前番号

エンドユーザポータルで特定のレポートを検索してそのレポー

トに直接移動することができます。

[検索（Search）]
アイコン

4

エンドユーザポータルのオンラインヘルプシステムへのリン

ク。

[ヘルプ（Help）]
アイコン

5

エンドユーザポータルの任意の場所からランディングページ

に戻ります。

[ホーム
（Home）]アイ
コン

6

プロファイルの編集、ダッシュボードの有効化/無効化、エンド
ユーザポータルのクラシック表示へのアクセス、およびログ

アウトができます。

[ユーザ（User）]
アイコン

7

項目の現在の状態の全体的な概要を提供します。この領域には

最大 5つのダッシュレットを含めることができます。これらの
ダッシュレットは、管理者が設定し、ユーザのダッシュボード

が有効になっている場合にのみ表示されます。

サマリーダッ

シュレット領域

8

確認およびリクエストに利用可能なカタログへの全体的なアク

セスを提供します。カタログフォルダは管理者によって設定さ

れている場合にのみ使用できます。カタログ領域を非表示にす

るオプションは、設定アイコンをクリックすると表示されま

す。

カタログ領域9

ランディングページへの追加を選択するためのサマリーレポー

トが表示されます。デフォルトでは、ダッシュボードは有効に

なっています。サマリーレポートが表示可能なページの長さを

超えると、ランディングページの右側にスクロールバーが表

示されます。

ダッシュボード領

域

10

ヘッダー
ヘッダーはエンドユーザポータルの一番上にあります。ヘッダーは、アプリケーションのどの

ページを開いていても常に表示されます。

ヘッダーには常に以下の要素が含まれています。

•リソースの通知がある場合に表示される [診断リソースの通知（Diagnostic resourcenotification）]
アイコン

•レポートを検索するための [検索（Find）]アイコン
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•オンラインヘルプにアクセスするための [ヘルプ（Help）]アイコン

•ランディングページに戻るための [ホーム（Home）]アイコン

•エンドユーザポータルのクラシック表示へのアクセス、プロファイルの編集、およびログ
アウトするための [ユーザ（User）]アイコン

管理者は、ユーザの業務や会社に関連するWebサイトへのリンクを追加できます。

メニュー
メニューは、ランディングページの左側にあります。このメニューは、使用しているランディン

グページに関わらず、常に使用できます。メニューをマウスオーバーすると、メニューが展開さ

れます。メニューのオプションをクリックすると、メニューが縮小します。

メニューにはスクロールバーがありません。メニューには、利用可能なスペースに収まる数

のオプションのみ表示されます。画面を最小化またはズームインした場合、いくつかのオプ

ションが表示されない場合があります。

（注）

メニューを使用すると、次を含むエンドユーザポータルの機能にアクセスすることができます。

•ダッシュボード（ダッシュボードが有効になっている場合）

•カタログ（Catalogs）

•サービス

•承認

•組織

•仮想リソース

•物理リソース

•アカウンティング（Accounting）

• CloudSense™

サマリーダッシュレット
サマリーダッシュレットは、リソースの現在の状態の全体的な概要を提供します。使用可能な

ダッシュレットは、次のとおりです。

• VM

• UCSサーバ（UCS Servers）

•注文（Orders）
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•カタログ（Catalogs）

•承認（Approvals）

これらのダッシュレットは、管理者が設定し、ユーザのダッシュボードが有効になっている場

合にのみ表示されます。管理者は、使用可能なダッシュレットの一部またはすべてを設定する

ことを選択できます。

（注）

各ダッシュレットには、リソースの数、これらのリソースのステータスのビジュアル表示、およ

び凡例と各ステータスのリソースの数が表示されます。

ダッシュレットで凡例をクリックすると、レポートのフィルタビューにリダイレクトされます。

レポートのフィルタビューの作成に使用したフィルタ条件も表示されます。

ダッシュボード
ダッシュボードは、ランディングページのオプション設定です。この設定はユニバーサルではあ

りません。デフォルトでは、ダッシュボードは有効になっていますが、ユーザ設定でダッシュボー

ドを有効にしないことを選択できます。

ダッシュボードによって、ランディングページに 1つ以上のサマリーレポートが追加されます。
これらのサマリーレポートでは、展開されたVM、ネットワーク使用状況、CPU使用率、統合さ
れた使用率に関するトレンドレポートなどのシステムに関する情報が提供されます。

共通のアイコン
次の表に、エンドユーザポータルで使用される共通のアイコンについての情報を示します。ア

イコンの上にカーソルを合わせると、アイコンの名前を確認できます。一部のアイコンは、使用

するコンテキストに応じて名前が異なる場合があります。たとえば、[削除（Delete）]アイコン
は、[レポートの削除（Delete Report）]や [スナップショットの削除（Delete Snapshot）]になる場
合があります。

説明名前アイコ

ン

検索はヘッダーと個々の画面で使用できます。エンドユーザポータ

ルのレポートを検索するには、ヘッダーで [検索（Search）]をクリッ
クします。レポートの1つ以上の項目を検索するには、個々の画面で
[検索（Search）]をクリックします。

検索

アラートはヘッダーで使用できます。診断システムメッセージを表

示するには、[アラート（Alert）]をクリックします。
アラート

（Alert）
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説明名前アイコ

ン

ユーザはヘッダーで使用できます。プロファイルにアクセス、ログア

ウト、またはエンドユーザポータルのクラシック表示にアクセスす

るには、[ユーザ（User）]をクリックします。

ユーザ（User）

エクスポートは個別の画面で使用できます。画面に表示されるレポー

トの内容をエクスポートするには、[エクスポート（Export）]をク
リックします。

エクスポート

（Export）

更新は個別の画面で使用できます。画面に表示されるデータを更新す

るには、[更新（Refresh）]をクリックします。
更新（Refresh）

詳細の表示は個別の画面で使用できます。テーブル内の選択した行に

関する詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をクリッ
クします。

詳細の表示

（View Details）

テーブルビューは、カタログとアプリケーションコンテナに使用で

きます。カタログおよびアプリケーションコンテナをそれぞれのカ

タログ項目とアプリケーションコンテナの詳細とともに階層型テー

ブルに表示するには、[テーブルビュー（Table View）]をクリックし
ます。このビューでは、利用可能なカタログ項目またはアプリケー

ションコンテナを表示するには、カタログ項目タイプフォルダをク

リックする必要があります。

テーブルビュー

タイルビューは、カタログとアプリケーションコンテナに使用でき

ます。カタログとアプリケーションコンテナをアイコンのタイル

ビューで表示するには、[タイルビュー（Tile View）]をクリックし
ます。このビューでは、カタログ項目またはアプリケーションコン

テナの詳細を表示するには、アイコンをクリックする必要がありま

す。

タイルビュー

作成は個別の画面で使用できます。VMディスクのような新しいオブ
ジェクトを作成するには、[作成（Create）]をクリックします。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユーザ
セルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効にし、権
限を与えている場合にのみ表示されます。

作成（Create）
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説明名前アイコ

ン

追加は個別の画面で使用できます。既存のカタログフォルダにカタ

ログ項目を追加するといった、既存のオブジェクトに項目を追加する

には、[追加（Add）]をクリックします。このアイコンの名前には、
[カタログの追加（AddCatalog）]のように追加する項目が含まれる場
合があります。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユーザ
セルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効にし、権
限を与えている場合にのみ表示されます。

追加（Add）

編集は個別の画面で使用できます。カタログ項目または VMディス
クなどの既存のオブジェクトを変更するには、[編集（Edit）]をク
リックします。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユーザ
セルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効にし、権
限を与えている場合にのみ表示されます。

編集（Edit）

削除は個別の画面で使用できます。カタログ項目または VMディス
クなどのオブジェクトを削除するには、[削除（Delete）]をクリック
します。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユーザ
セルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効にし、権
限を与えている場合にのみ表示されます。

削除（Delete）

このアイコンは、関連付けられたアイコンがない追加タスクを表しま

す。

カスタムアク

ション

診断リソースの通知
診断リソースの通知アイコンはヘッダー内にあります。このアイコンは、リソースの通知がある

ときにだけ表示されます。アイコンをクリックすると、アクションに関連するすべての診断リソー

スの通知とエンドユーザポータルでの権限を表示できます。

最新のリソースの通知がリストの先頭に表示されます。このリストから通知を削除することはで

きません。

診断リソースの通知の形式

次の表に、すべての診断リソースの通知に使用されている形式を示します。
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説明名前

診断リソースの通知の重大度を表すアイコン。重大度の詳細については、

診断リソースの通知の重大度, （11ページ）を参照してください。
重大度（Severity）

リソースの通知の原因となった項目または管理対象オブジェクトのカテゴ

リ。たとえば、次のいずれかが考えられます。

•システムパフォーマンス

•システム設定（System Configuration）

•クラウド

カテゴリ

（Category）

リソースの通知の原因となった特定の項目または管理対象オブジェクト。

特定のアカウントの追加情報が、項目名に含まれている場合があります。

項目

リソースの通知の原因となった問題の説明。たとえば、これでユーザアカ

ウント、クラウドアカウント、VMまたはサーバの問題を説明できます。
説明

リソースの通知の原因となった問題を解決するために推奨される方法。推奨事項

リソースの通知が作成された日時。監査時刻

診断リソースの通知の重大度

次の表に、受け取る可能性がある診断リソースの通知の重大度を説明します。

説明重大度アイコン

サービスに影響する状態であり、すぐに修正処理が必要です。たと

えばこの重大度は、VMまたはサーバがダウンしていて、再起動する
必要があることを示している場合があります。

クリティカル

（Critical）

サービスに影響する状態であり、できる限り早い修正処理が必要で

す。たとえばこの重大度は、VMまたはサーバに深刻な機能低下があ
り、完全な機能を復元する必要があることを示している場合があり

ます。

メジャー

サービスに影響を及ぼさない状態ですが、より深刻な問題を予防す

るための修正処理が必要です。たとえばこの重大度は、検出された

状態が、管理対象オブジェクトの能力を低下させていないことを示

している場合があります。

マイナー
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説明重大度アイコン

潜在的に、あるいは近い将来にサービスに影響する状態ですが、現

在はシステムに大きな影響を与えていません。必要に応じて、さら

に詳しく診断して問題を修正し、サービスに影響を与えるより深刻

な問題が発生するのを防ぐ必要があります。

警告

通知または情報メッセージ。システムの状態や問題を示すものでは

ありません。

標準
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第 3 章

ユーザ設定とカスタマイズ

• ユーザ設定とカスタマイズ, 13 ページ

• エンドユーザポータルへのログイン, 13 ページ

• エンドユーザポータルからのログアウト, 14 ページ

• 検索, 14 ページ

• ユーザ設定, 15 ページ

• ダッシュボード設定, 17 ページ

• テーブルと列のカスタマイズ, 18 ページ

• レポートデータの更新, 20 ページ

• レポートからのデータのエクスポート, 20 ページ

• サマリーレポートのエクスポート, 21 ページ

• クラシック表示への切り替え, 21 ページ

ユーザ設定とカスタマイズ
エンドユーザポータル表示（ランディングページ、ダッシュボード、テーブル、レポート、操

作を含む）は、カスタマイズできます。

エンドユーザポータルへのログイン

ステップ 1 Webブラウザで、エンドユーザポータルのWebリンクを入力します。

Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
13



デフォルトのWebリンクは https://EndUserPortal_IP/app/ui/login.jspです。ここで、
EndUserPortal_IPはエンドユーザポータルに割り当てられている IPアドレスを表します。エンドユー
ザポータルの IPアドレスがよくわからない場合は、管理者にお問い合わせください。

ステップ 2 起動ページで、ユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 3 [ログイン（Login）]をクリックします。

エンドユーザポータルからのログアウト

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[ログアウト（Log Out）]を選択します。
ステップ 2 確認メッセージで、次のいずれかを選択します。

•ログアウトする場合は [はい、ログアウトします（Yes, Logout）]

•キャンセルしてログインしたままにする場合は [いいえ（No）]

検索
検索はヘッダーと個々の画面で使用できます。検索を行うものによって、使用する必要がある検

索フィールドが決まります。

レポートの検索

ヘッダーで検索を使用すると、エンドユーザポータル内の特定の場所またはレポートに直接移

動することができます。たとえば、VMを表示する場合、[検索（Search）]フィールドにVMを入
力すると、その場所に移動できます。ただし、ヘッダーで検索を使用して特定の VMを見つける
ことはできません。

ヘッダーの [検索（Search）]フィールドに用語を入力すると、エンドユーザポータルでは、推奨
される場所またはレポートが提供されます。

項目の検索

エンドユーザポータルの関連する場所から項目を検索できます。たとえば、VMレポートで固有
の VMを検索できます。
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[検索（Search）]フィールドに検索条件を入力すると、一致するエントリがフィルタリングされ、
リストされます。一致するエントリの総数は、[合計（Total）]フィールドに表示されます。フィ
ルタ結果にも検索条件が強調表示されます。

（注） •検索オプションはページ分けされていないレポートでのみ使用できます。

•カタログを検索する場合、検索結果がフィルタリングされ、タイルまたはリストビュー
形式でリストされます。

ユーザ設定

使用する言語の設定

エンドユーザポータルのテキストは、選択した言語に基づいて表示されます。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。
ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面の [ユーザプロファイル（User Profile）]領域で、いずれか

のサポートされている言語を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックし、[閉じる（Close）]をクリックします。
エンドユーザポータルが更新された言語選択で更新されます。

パスワードの変更

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。
ステップ 2 [プロファイルの編集（EditMy Profile）]の [パスワード（Password）]領域で、古いパスワードを入力し、

新しいパスワードを入力し、新しいパスワードを確認します。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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アクセス権限の表示

アクセス権限によって、エンドユーザポータルで実行できるタスクが決まります。一部のタス

クでは、管理者に該当するエンドユーザセルフサービス権限を付与してもらう必要があります。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。
ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面の [アクセスプロファイル（Access Profiles）]の領域に、自

分のアクセスレベルとプロファイルがリストされます。

ステップ 3 [自分のプロフィールの表示（EditMyProfile）]画面を閉じるには、[閉じる（Close）]をクリックするか、
または右上隅にある [X]をクリックします。

デフォルトのアクセスプロファイルの変更

管理者が、アクセスレベルと権限が異なる複数のアクセスプロファイルをユーザプロファイル

に割り当てることがあります。エンドユーザポータルにログインするときに使用したデフォル

トプロファイルを変更できます。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。
ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面の [アクセスプロファイル（Access Profiles）]の領域に、使

用可能なアクセスプロファイルがリストされます。

ステップ 3 デフォルトプロファイルとして設定するアクセスプロファイルのラジオボタンを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
[保存（Save）]をクリックすると、次回エンドユーザポータルに再度ログインしたときに新しいデフォ
ルトプロファイルが適用されます。
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ダッシュボード設定

ダッシュボードの有効化と無効化

有効になっているダッシュボードを使用して、ランディングページのサマリーレポートを追加お

よび表示できます。管理者によって有効化されたサマリーダッシュレットを表示することもでき

ます。ダッシュボードはデフォルトで有効になっています。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。
ステップ 2 [自分のプロフィールの表示（Edit My Profile）]画面の [ダッシュボード（Dashboard）]領域で、次のいず

れかを実行します。

•ダッシュボードを有効にするには、最上位メニューの [ダッシュボードの有効化（EnableDashboard）]
チェックボックスをクリックし、オンになっていることを確認します。

•ダッシュボードを無効にするには、最上位メニューの [ダッシュボードの有効化（EnableDashboard）]
チェックボックスをクリックし、オフになっていることを確認します。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
ステップ 4 [自分のプロフィールの表示（EditMyProfile）]画面を閉じるには、[閉じる（Close）]をクリックするか、

または右上隅にある [X]をクリックします。
設定を保存して [自分のプロフィールの表示（Edit My Profile）]画面を閉じると、ダッシュボードが有効
または無効になった状態にアプリケーションが更新されます。

カスタムダッシュボードの作成

カスタムダッシュボードを作成して、ダッシュボードに 1つ以上のサマリーレポートを追加でき
ます。カスタムダッシュボードを作成してサマリーレポートを追加すると、ランディングペー

ジに表示されます。

ステップ 1 ランディングページで、ダッシュボードの上にある下矢印をクリックします。

ステップ 2 ドロップダウンリストから、[ダッシュボードの作成（Create Dashboard）]を選択します。
ステップ 3 カスタムダッシュボード名を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

ドロップダウンリストにカスタムダッシュボードが表示されます。
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次の作業

サマリーレポートに移動することにより、カスタムダッシュボードに1つ以上のサマリーレポー
トを追加できます。

ダッシュボードへのサマリーレポートの追加

ダッシュボードに 1つ以上のサマリーレポートを追加すると、ランディングページでそれらを表
示できます。

ステップ 1 目的のオプションを選び、ダッシュボードに追加するサマリーレポートに移動します。

たとえば、VMに関するサマリーレポートを追加する場合は、[仮想リソース（Virtual Resources）]を選択
し、[サマリー（Summary）]をクリックします。

ステップ 2 [サマリー（Summary）]タブで、ダッシュボードに追加するレポートまで下方にスクロールします。
ステップ 3 レポートの右上隅で、[設定（Settings）]、[ダッシュボードに追加（Add toDashboard）]の順にクリックし

ます。

ダッシュボードからのサマリーレポートの削除

ステップ 1 ランディングページで、ダッシュボードから削除するサマリーレポートまで下方にスクロールします。

ステップ 2 レポートの右上隅で、[設定（Settings）]、[ビューを閉じる（Close View）]の順にクリックします。
ダッシュボードからレポートを削除したら、ダッシュボードへのサマリーレポートの追加,（18ページ）
の手順に従って、ダッシュボードに戻す必要があります。

テーブルと列のカスタマイズ

テーブル列の構成

エンドユーザポータルのすべてのテーブルに対し、表示する列の選択、テーブルの列の順序の

変更、または列によるテーブルエントリの並べ替えができます。
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この手順では、すでに構成するテーブルに移動していることを想定しています。（注）

ステップ 1 テーブル内の 1つ以上の列を表示または非表示にするには、次の手順を実行します。
a) 列ヘッダーの上にカーソルを合わせ、右側に表示されている下矢印をクリックします。
b) ドロップダウンリストから [列（Columns）]を選択します。
c) 表示する列のチェックボックスをオンにし、非表示にする列のチェックボックスをオフにします。

ステップ 2 1つの列のエントリでテーブルのデータをソートするには、その列見出しをクリックします。
列エントリは、アルファベット順に昇順または降順でソートできます。

テーブルエントリのフィルタリング

[フィルタ（Filter）]アイコンを使用して詳細な条件を追加し、テーブルエントリのリストをフィ
ルタリングします。

この手順では、すでにフィルタリングするテーブルに移動していることを想定しています。（注）

ステップ 1 テーブル列の上部の [フィルタ（Filter）]アイコンをクリックします。
[列内を検索（Search in Column）]フィールドと [テキスト（Text）]フィールドが表示されます。

ステップ 2 [列内を検索（Search inColumn）]フィールドで、フィルタリングする値が含まれている列を選択します。
ステップ 3 [テキスト（Text）]フィールドに、表示する値を入力します。

[テキスト（Text）] フィールドに入力する値は、大文字と小文字を区別する必要はありませ
ん。

（注）

ステップ 4 条件を追加するには、[列フィルタを追加（Add Column Filter）]フィールドをクリックし、ステップ 2と
3を繰り返します。

ステップ 5 条件を追加する際に、指定したすべての条件に一致する項目を表示するには [すべての条件に一致（Match
All Conditions）]を選択し、指定した条件のいずれかに一致する結果を表示するには [いずれかの条件に一
致（Match Any Condition）]を選択します。

ステップ 6 [フィルタ（Filters）]ボタンをクリックします。
ステップ 7 フィルタをクリアしてテーブルのすべてのデータを表示するには、[フィルタ（Filter）]アイコンをもう一

度クリックします。
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レポートデータの更新
エンドユーザポータルのデータは自動的に更新されません。ただし、画面上のすべてのデータ

はいつでも更新できます。

ステップ 1 希望するオプションを選択し、更新するデータを含むレポートに移動します。

たとえば、VMに関する情報を更新する場合は、[仮想リソース（Virtual Resources）]を選択し、[VM]を
クリックします。

ステップ 2 [レポートデータの更新（Refresh Report Data）]をクリックします。

レポートからのデータのエクスポート
任意のレポートからデータをエクスポートできます。

ステップ 1 希望するオプションを選択し、エクスポートするデータを含むレポートに移動します。

たとえば、VMに関する情報をエクスポートする場合は、[仮想リソース（Virtual Resources）]を選択し、
[VM]をクリックします。

ステップ 2 [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。
ステップ 3 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、次のいずれかのレポート形式を選択し、[レポートの

生成（Generate Report）]をクリックします。

• PDF

• CSV

• XLS

ステップ 4 レポートが生成されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックします。
レポートは、要求された形式で、ブラウザで設定されているダウンロード場所にダウンロードされます。
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サマリーレポートのエクスポート
[サマリー（Summary）]画面で、任意の個別レポートからデータをエクスポートできます。ただ
し、一度に複数のレポートをエクスポートすることはできません。

ステップ 1 希望するオプションを選択し、エクスポートするサマリーレポートに移動します。

たとえば、VMに関するサマリーレポートをエクスポートする場合は、[仮想リソース（VirtualResources）]
を選択し、[サマリー（Summary）]をクリックします。

ステップ 2 [サマリー（Summary）]画面で、エクスポートするレポートまで下方にスクロールします。
ステップ 3 [設定（Settings）]をクリックしてから、[エクスポート（Export）]をクリックします。
ステップ 4 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、次のいずれかのレポート形式を選択し、[レポートの

生成（Generate Report）]をクリックします。

• PDF：グラフ形式でサマリーレポートをエクスポートします。 サマリーレポートの PDFには表形
式の個別データポイントは含まれていません。

• CSV：サマリーレポートのデータポイントをカンマ区切り値としてエクスポートします。

• XLS：サマリーレポートのデータポイントをスプレッドシートでエクスポートします。

ステップ 5 レポートが生成されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックします。
レポートは、要求された形式で、ブラウザで設定されているダウンロード場所にダウンロードされます。

クラシック表示への切り替え
エンドユーザポータルをクラシック表示に切り替えることができます。クラシック表示は、エ

ンドユーザポータルまたはセルフサービスポータルの古いバージョンです。

ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[クラシック表示（Classic View）]を選択します。
クラシック表示は新しいブラウザタブに表示され、新しいエンドユーザポータルの表示は既存のタブに

開いたまま残ります。
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第 4 章

カタログ

• カタログ, 23 ページ

• 標準のカタログ用サービスリクエストの作成, 24 ページ

• 詳細なカタログのサービスリクエストの作成, 25 ページ

• サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作成, 25 ページ

• ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成, 26 ページ

• 導入可能性アセスメントの実行, 26 ページ

カタログ
事前定義されたカタログ項目を使用してインフラストラクチャをプロビジョニングできます。カ

タログでは、インフラストラクチャをバインドするクラウドの名前およびグループの名前などの

パラメータを定義します。管理者は、カスタムフォルダとカタログ項目を作成したり、フォルダ

またはカタログを表示できるユーザグループまたは特定のユーザを指定できます。管理者はま

た、カタログ項目を作成する権限を与えることもできます。

次のフォルダはデフォルトで使用可能になっています。それらは編集したり削除したりすること

はできません。

•標準（Standard）

•詳細設定（Advanced）

•サービスコンテナ（Service Container）

•ベアメタル（Bare Metal）

デフォルトでは、カタログがタイルビュー形式で表示されます。右上隅でカタログをリスト表示

形式に切り替えることができます。

カタログ項目に関する追加の詳細を表示するには、そのカタログ項目がある行をクリックし、[詳
細の表示（View Details）]をクリックします。

Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
23



標準のカタログ用サービスリクエストの作成
標準カタログ項目は、クラウドのリストからのイメージを使用した VMプロビジョニングのため
のサービスリクエストの作成などの、汎用サービスリクエストに使用されます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 ナビゲーションペインで、[標準（Standard）]を選択します。
ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（CreateRequest）]をクリック

します。

ステップ 4 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します
a) [グループ（Group）]または [ユーザ（User）]のラジオボタンを選択して、グループまたはユーザの
セットに対して VMをプロビジョニングするかどうかを指定します。
[ユーザ（User）]ラジオボタンを選択すると、VM所有権、VMアクセス権限、およびVM管理権限を
持つユーザを選択できます。

b) [導入アセスメントの実行（Perform deployment assessment）]をオンにして、サービスリクエストを作
成する前に VM導入のアセスメントを実行します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを選
択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択する
と、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [リースタイム（Lease Time）]をオンにして、指定した VMのリース時間を日と時間で設定します。
c) [請求期間（Charge Duration）]ドロップダウンリストから、デフォルトコストが計算される期間を選
択します。

デフォルトでは、この期間は [毎月（Monthly）]に設定されています。選択した期間に応じて、期間を
日数、月数、時間単位で指定できます。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [カスタム仕様（Custom Specification）]画面で、CPUコアとメモリを指定し、[次へ（Next）]をクリック

します。

ステップ 9 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。
管理者が VMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローには、カ

タログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力が含まれます。

ステップ 10 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
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詳細なカタログのサービスリクエストの作成
詳細カタログ項目は、オーケストレーションワークフローの実行に使用されます。管理者によっ

てプロビジョニングされたワークフローカタログ項目を実行できます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 ナビゲーションペインで、[詳細（Advanced）]を選択します。
ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（CreateRequest）]をクリック

します。

ステップ 4 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、オプションの電子メールアドレスを [サービスリクエスト
のサポート用電子メール（Service Request Support Email）]フィールドに入力し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 5 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。
管理者が VMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローでは、カ

タログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 6 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作

成
サービスコンテナカタログ項目は、アプリケーションコンテナの VMプロビジョニングに使用
されます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 ナビゲーションペインで、[サービスコンテナ（Service Container）]を選択します。
ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（CreateRequest）]をクリック

します。

ステップ 4 [カタログ選択（Catalog Selection）]画面で [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。
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a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを選
択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択する
と、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [サービスコンテナ名（Service Container Name）]フィールドに、サービスコンテナの名前を入力しま
す。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成
ベアメタルカタログ項目は、ベアメタルサーバのワークフロー実行に使用されます。管理者に

よって定義されたベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを使用してカタログ項目を実

行できます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 ナビゲーションペインで、[ベアメタル（Bare Metal）]を選択します。
ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（CreateRequest）]をクリック

します。

ステップ 4 [カタログ選択（Catalog Selection）]画面で [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で、該当する場合は必須フィールドに入力し、[次へ
（Next）]をクリックします。
管理者がベアメタルサーバのプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタム

アクションを有効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワーク

フローでは、カタログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 6 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

導入可能性アセスメントの実行
標準カタログ項目に対して導入可能性アセスメントを実行することで、導入可能なホストを評価

できます。レポートには、ホストが導入可能かどうかが表示され、除外の理由が一覧表示されま
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す。設定されたすべてのVDCまたは選択したVDCについて導入可能性アセスメントレポートを
作成できます。

はじめる前に

このアクションを実行するには、所属しているロールに対して、管理者が [導入可能性アセスメン
トの許可（Allow Deployability Assessment）]権限を有効化している必要があります。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。
ステップ 2 導入可能性アセスメントを実行する標準カタログ項目を選択し、[導入可能性アセスメント（Deployability

Assessment）]をクリックします。
ステップ 3 [vDCの選択（Select vDC）]画面で、次のいずれかを実行します。

• [すべてのVDCでアセスメントを実行する（Run Assessment Across all VDCs）]チェックボックスをオ
ンにします。

• [すべての VDCでアセスメントを実行する（Run Assessment Across all VDCs）]チェックボックスを
オフにし、導入可能性アセスメントレポートに含める VDCSにマークを付けます。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 5 章

サービス

• サービス, 29 ページ

• サービスリクエスト, 29 ページ

• ユーザ OVF管理, 37 ページ

• ダウンロード, 39 ページ

サービス
サービスリクエスト、OVFファイル、ダウンロードの表示と管理ができます。OVFファイルと
ダウンロードは、管理者によって提供されます。デフォルトでは、[サービス（Services）]メニュー
オプションは、すべてのサービスリクエストとそのステータスを表示します。

サービスリクエスト
仮想マシン（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングするためのサービス
リクエストを作成できます。サービスリクエストプロセスでは VM作成用のプロビジョニング
ワークフローを作成しますが、これには次のアクションが含まれます。

•予算の検証

•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルの設定および通知

管理者は、カタログ項目としてオーケストレーションワークフローを提供できます。VMをプロ
ビジョニングする、またはオーケストレーションワークフローを実行するには、最初にサービス

リクエストを作成する必要があります。管理者または指名された承認者がサービスリクエストを
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承認すると、VMがプロビジョニングされます。VMはただちに承認することも、オリジナルの
リクエストから 90日以内に承認するようにスケジュールすることもできます。サービスリクエ
ストレポートを表示するには、[サービス（Services）]の下で [サービスリクエスト（Service
Requests）]を選択します。

サービスリクエストレポートの画面には、すべてのサービスリクエストに加え、次の情報が表

示されます。

•サービスリクエスト ID

•要求タイプ（Request Type）

•送信ユーザ

•グループ

•カタログ名またはワークフロー名

•イニシエータのコメント

•リクエスト日時

•リクエストのステータス

•ロールバックのタイプ

サービスリクエストに関する追加情報を表示するには、そのサービスリクエストがある行をク

リックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

標準のカタログ用サービスリクエストの作成

標準カタログ項目は、クラウドのリストからのイメージを使用した VMプロビジョニングのため
のサービスリクエストの作成などの、汎用サービスリクエストに使用されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [標準（Standard）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [グループ（Group）]または [ユーザ（User）]のラジオボタンを選択して、グループまたはユーザの
セットに対して VMをプロビジョニングするかどうかを指定します。
[ユーザ（User）]ラジオボタンを選択すると、VM所有権、VMアクセス権限、およびVM管理権限を
持つユーザを選択できます。

b) [カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリストからカタログを選択します。
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c) [導入アセスメントの実行（Perform deployment assessment）]をオンにして、サービスリクエストを作
成する前に VM導入のアセスメントを実行します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを選
択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択する
と、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [リースタイム（Lease Time）]をオンにして、指定した VMのリース時間を日と時間で設定します。
c) [請求期間（Charge Duration）]ドロップダウンリストから、デフォルトコストが計算される期間を選
択します。

デフォルトでは、この期間は [毎月（Monthly）]に設定されています。選択した期間に応じて、期間を
日数、月数、時間単位で指定できます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [カスタム仕様（Custom Specification）]画面で、CPUコアとメモリを指定し、[次へ（Next）]をクリック

します。

ステップ 11 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。
管理者が VMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローには、カ

タログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力が含まれます。

ステップ 12 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 13 [送信（Submit）]をクリックします。
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詳細なカタログのサービスリクエストの作成

はじめる前に

詳細カタログ項目は、オーケストレーションワークフローの実行に使用されます。管理者によっ

てプロビジョニングされたワークフローカタログ項目を実行できます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [詳細（Advanced）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト

からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次

へ（Next）]をクリックします。
管理者が VMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローでは、カ

タログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 8 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
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サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作成

サービスコンテナのカタログ項目は、アプリケーションコンテナのVMプロビジョニングに使用
されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [サービスコンテナ（Service Container）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト

からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを選
択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択する
と、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [サービスコンテナ名（Service Container Name）]フィールドに、サービスコンテナの名前を入力しま
す。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。
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ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成

ベアメタルカタログ項目は、ベアメタルサーバのワークフロー実行に使用されます。管理者が

定義したベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを使用してカタログ項目を実行できま

す。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [ベアメタル（Bare Metal）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト

からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次

へ（Next）]をクリックします。
管理者がベアメタルサーバのプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタム

アクションを有効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワーク

フローでは、カタログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 8 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストのキャンセル

保留中または承認済みのサービスリクエストをキャンセルできます。リクエストをキャンセルす

ると、そのリクエストは拒否され承認リストから削除されます。この場合、保留中の承認ワーク

フローは承認タスクで失敗状態になって停止します。承認済みのサービスリクエストをキャンセ

ルし、後で再送信できます。以前に承認された、キャンセル済みのリクエストに対しサービスリ

クエストを再送信すると、ワークフローは承認タスクから開始されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 キャンセルするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [キャンセル（Cancel）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスリクエストのキャンセル（Cancel Service Request）]画面で、[送信（Submit）]をクリックしま

す。
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サービスリクエストが [承認（Approvals）]ページから削除されます。[サービスリクエスト（Service
Requests）]ページで、サービスリクエストの [リクエストステータス（Request Status）]が [キャンセル
済み（Canceled）]に変わります。

サービスリクエストの再送信

拒否されたか失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストは、次に示す

理由で失敗することがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループの予算制限（管理者が定義している場合）を超過し
た。

• VMがプロビジョニングされるグループに対するリソース制限（管理者が定義している場合）
を超過した。

•サービスリクエストの作成時に関連情報が入力されないと、プロビジョニングが失敗する可
能性があります。

サービスリクエストが再送信されると、サービスリクエストを開始するワークフローのタスクを

選択できます。たとえば、リソース割り当てワークフローでサービスリクエストが失敗した場

合、この手順から開始するようにサービスリクエストを再送信できます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 再送信するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [リクエストの再送信（Resubmit Request）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスリクエストの再送信（Resubmit Service Request）]画面で、サービスリクエストを開始するタス

クを [再送信手順（Resubmit Step）]ドロップダウンリストから選択します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [マイ承認ステータス（MyApproval Status）]が [保
留中（Pending）]に変わります。

次の作業

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。
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サービスリクエストのアーカイブ

サービスリクエストをアーカイブして、後から使用できます。サービスリクエストをアーカイブ

した場合、それを元に戻すには管理者に連絡してください。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 アーカイブするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [アーカイブ（Archive）]をクリックします。
ステップ 5 [リクエストのアーカイブ（Archive Request）]画面で、[アーカイブ（Archive）]をクリックします。

サービスリクエストへのメモの追加

サービスリクエストにメモを追加して、自分自身、要求者、または他の承認者に情報を提供する

ことができます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 メモを追加するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [メモの追加（Add Notes）]をクリックします。
ステップ 5 [メモの追加（Add Notes）]画面で、[メモ（Notes）]フィールドに必要な情報を追加します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストのロールバック

サービスリクエストをロールバックし、実行されたワークフローのすべてまたは一部を元に戻す

ことができます。正常に実行されたタスクをロールバックできます。次のような例外があります。

•一部のタスクは、ロールバックできないように設計されています。

•特定のワークフロー内のタスクに対してロールバックを無効にすることができます。

ロールバック対象として選択されていないタスクによって実行された変更は取り消せません。た

とえば、仮想リソースを作成するタスクが選択されていない場合、サービスリクエストがロール

バックされても仮想リソースは削除されません。成功したサービスリクエスト全体をロールバッ
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クする場合、無効なものを除き、そのサービスリクエストのワークフローに含まれるすべてのタ

スクがロールバックされます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 ロールバックするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [リクエストのロールバック（Rollback
Request）]を選択します。

ステップ 5 [サービスリクエストのロールバック（Rollback Service Request）]画面で、ロールバックするタスクに
チェックが付いていることを確認します。

デフォルトでは、すべてのタスクにチェックが付きます。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータス（Approval Status）]が [保留中
（Pending）]に変わります。

次の作業

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。

ユーザ OVF 管理
オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルを管理し、グループまたは顧客組織に展開できま
す。OVFファイルは、OVA形式、zip形式、jar形式にすることができます。ユーザ OVF管理レ
ポートを表示するには、[サービス（Services）]の下で [ユーザOVF管理（UserOVFManagement）]
を選択します。

ユーザ OVF管理レポートには、使用可能なすべての OVFファイルに加えて、次の情報が表示さ
れます。

•ファイル名

•説明

•追加日時

•フォルダタイプ

•ユーザ ID（User ID）
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OVA ファイルのアップロード
定義済みの保存場所にOVFファイルとイメージファイル（OVA、zip、および jar形式）をアップ
ロードできます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ユーザ OVF管理（User OVF Management）]をクリックします。
ステップ 3 [ファイルのアップロード]をクリックします。
ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]画面で、必須フィールドに値を入力します。

ファイルを選択するか、[OVFファイル（OVF file）]フィールドにファイルをドラッグアンドドロップし
ます。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

OVA ファイルの破棄
OVFおよびイメージファイル（OVA、zip、および jar形式）を、グループまたはお客様の組織に
導入できます。

OVFおよびイメージファイルのアップロードには、ファイルサイズの少なくとも 2倍のディ
スク領域が必要です。

（注）

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ユーザ OVF管理（User OVF Management）]をクリックします。
ステップ 3 展開する OVFファイルが含まれる行をクリックします。
ステップ 4 [展開（Deploy）]をクリックします。
ステップ 5 [OVFの展開（Deploy OVF）]画面で、必須フィールドに値を入力します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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ダウンロード
管理者は、ダウンロードするファイルを提供することができます。ダウンロードにはバイナリ

ファイルおよび実行可能ファイルを含めることができます。ダウンロードレポートを表示するに

は、[サービス（Services）]の下で [ダウンロード（Downloads）]を選択します。

ダウンロードレポートには、利用可能なすべてのダウンロードに加えて、次の情報が表示されま

す。

•名前

•説明

•ファイル名

ファイルのダウンロード

管理者によって提供されたファイルをダウンロードできます。

はじめる前に

ブラウザのポップアップブロッカーを無効にします。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ダウンロード（Downloads）]をクリックします。
ステップ 3 ダウンロードするファイルの行をクリックします。

ステップ 4 [ダウンロード（Download）]をクリックします。
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第 6 章

承認

• 承認, 41 ページ

• サービスリクエストの承認, 42 ページ

• サービスリクエストの拒否, 43 ページ

• サービスリクエストのキャンセル, 43 ページ

• サービスリクエストの再送信, 44 ページ

• サービスリクエストのアーカイブ, 45 ページ

• サービスリクエストへのメモの追加, 45 ページ

• サービスリクエストのロールバック, 45 ページ

承認
スーパーバイザまたはマネージャによる電子メールでの承認を、エンドユーザによるインフラス

トラクチャプロビジョニング要求のポリシーとして設定できます。管理者は承認によって、イン

フラストラクチャを自動プロビジョニングしながら、スーパーバイザに可視性を提供し、ビジネ

スポリシーに適合するためにたびたび必要となる例外を管理することができます。管理者は、2
つの認証グループ（第 1と第 2）を定義できます。第 1承認者または第 2承認者は、第 1レベル
または第 2レベルでサービスリクエストを承認する必要があります。管理者は、すべてのユーザ
からの承認が必要かどうかも指定できます。サービスリクエストが作成されると、承認者にサー

ビスリクエスト通知の電子メールが送信されます。承認を必要とするすべてのリクエスト、また

は第 1承認者または第 2承認者からの承認が保留されているサービスリクエストは、[承認
（Approvals）]画面で確認できます。サービスリクエストが承認されると、次のステップ、イン
フラストラクチャのプロビジョニングが開始されます。

[承認（Approvals）]画面には、承認済み、保留中、および拒否されたすべてのサービスリクエス
トと、サービスリクエストごとに次の情報が表示されます。

•サービスリクエスト ID
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•要求タイプ（Request Type）

•送信ユーザ

•グループ

•カタログ名

•イニシエータのコメント

•リクエスト日時

• Myコメント

•承認記録ステータス

サービスリクエストに関する追加の詳細を表示するには、そのサービスリクエストがある行をク

リックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

サービスリクエストの承認
VDCの承認者として割り当てられている場合、承認が必要な保留中のサービスリクエストが [承
認（Approvals）]画面に表示されます。

ステップ 1 [承認（Approvals）] を選択します。
ステップ 2 承認する保留中のサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [承認（Approve）]をクリックします。
ステップ 4 [サービスリクエスト（Service Request）]画面で、[コメント（Comment）]フィールドに必要なコメント

を追加します。

ステップ 5 [承認（Approve）]をクリックします。
サービスリクエストが完了すると、[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータ
ス（Approval Status）]が [承認済み（Approved）]に変わります。
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サービスリクエストの拒否
認証リストの保留中のサービスリクエストを拒否することでその要求が拒否され、要求が拒否さ

れたことが認証リストに表示されます。

ステップ 1 [承認（Approvals）] を選択します。
ステップ 2 拒否する保留中のサービスリクエストの行をクリックします。

ステップ 3 [却下（Reject）]をクリックします。
ステップ 4 [サービスリクエスト（Service Request）]画面で、[コメント（Comment）]フィールドに必要なコメント

を追加します。

ステップ 5 [却下（Reject）]をクリックします。
[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータス（Approval Status）]が [拒否
（Rejected）]に変わります。[サービスリクエスト(Service Requests）]ページで、サービスリクエストの
[リクエストステータス（Request Status）]が [失敗（Failed）]に変わります。

サービスリクエストのキャンセル
保留中または承認済みのサービスリクエストをキャンセルできます。リクエストをキャンセルす

ると、そのリクエストは拒否され承認リストから削除されます。この場合、保留中の承認ワーク

フローは承認タスクで失敗状態になって停止します。承認済みのサービスリクエストをキャンセ

ルし、後で再送信できます。以前に承認された、キャンセル済みのリクエストに対しサービスリ

クエストを再送信すると、ワークフローは承認タスクから開始されます。

ステップ 1 [承認（Approvals）] を選択します。
ステップ 2 キャンセルするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [キャンセル（Cancel）]をクリックします。
ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストが [承認（Approvals）]ページから削除されます。[サービスリクエスト（Service
Requests）]ページで、サービスリクエストの [リクエストステータス（Request Status）]が [キャンセル
済み（Canceled）]に変わります。
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サービスリクエストの再送信
拒否されたか失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストは、次に示す

理由で失敗することがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループの予算制限（管理者が定義している場合）を超過し
た。

• VMがプロビジョニングされるグループに対するリソース制限（管理者が定義している場合）
を超過した。

•サービスリクエストの作成時に関連情報が入力されないと、プロビジョニングが失敗する可
能性があります。

サービスリクエストが再送信されると、サービスリクエストを開始するワークフローのタスクを

選択できます。たとえば、リソース割り当てワークフローでサービスリクエストが失敗した場

合、この手順から開始するようにサービスリクエストを再送信できます。

ステップ 1 [承認（Approvals）] を選択します。
ステップ 2 再送信するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの再送信（Resubmit Request）]をクリックします。
ステップ 4 [サービスリクエストの再送信（Resubmit Service Request）]画面で、サービスリクエストを開始するタス

クを [再送信手順（Resubmit Step）]ドロップダウンリストから選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [マイ承認ステータス（MyApproval Status）]が [保
留中（Pending）]に変わります。

次の作業

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。
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サービスリクエストのアーカイブ
サービスリクエストをアーカイブして、後から使用できます。サービスリクエストをアーカイブ

すると、承認リストから削除されます。サービスリクエストをアーカイブした場合、それを元に

戻すには管理者に連絡してください。

ステップ 1 [承認（Approvals）] を選択します。
ステップ 2 アーカイブするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [アーカイブ（Archive）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストのアーカイブ（Archive Request）]画面で、[アーカイブ（Archive）]をクリックします。

サービスリクエストが [承認（Approvals）]ページから削除されます。

サービスリクエストへのメモの追加
サービスリクエストにメモを追加して、自分自身、要求者、または他の承認者に情報を提供する

ことができます。

ステップ 1 [承認（Approvals）] を選択します。
ステップ 2 メモを追加するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [メモの追加（Add Notes）]をクリックします。
ステップ 4 [メモの追加（Add Notes）]画面で、[メモ（Notes）]フィールドに必要な情報を追加します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストのロールバック
サービスリクエストをロールバックし、実行されたワークフローのすべてまたは一部を元に戻す

ことができます。正常に実行されたタスクをロールバックできます。次のような例外があります。

•一部のタスクは、ロールバックできないように設計されています。

•特定のワークフロー内のタスクに対してロールバックを無効にすることができます。

ロールバック対象として選択されていないタスクによって実行された変更は取り消せません。た

とえば、仮想リソースを作成するタスクが選択されていない場合、サービスリクエストがロール
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バックされても仮想リソースは削除されません。成功したサービスリクエスト全体をロールバッ

クする場合、無効なものを除き、そのサービスリクエストのワークフローに含まれるすべてのタ

スクがロールバックされます。

ステップ 1 [承認（Approvals）] を選択します。
ステップ 2 ロールバックするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [リクエストのロールバック（Rollback Request）]をクリックします。
ステップ 4 [サービスリクエストのロールバック（Rollback Service Request）]画面で、ロールバックするタスクに

チェックが付いていることを確認します。

デフォルトでは、すべてのタスクにチェックが付きます。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータス（Approval Status）]が [保留中
（Pending）]に変わります。

次の作業

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。
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第 7 章

組織

• 組織, 47 ページ

• リソース制限, 47 ページ

• OS使用状況, 48 ページ

組織
[組織（Organization）]メニューオプションは、ユーザのグループまたは単一ユーザのリソース、
リソース制限、および OSの使用状況に関するサマリー情報を提供します。

[サマリー（Summary）]画面では、表示またはエクスポートするレポートを設定できます。次の
データを含む日単位、時間単位、週単位、または月単位のサマリーレポートを表示できます。

•アクティブな VMと非アクティブな VM

•統合されたリソースの使用率の傾向

•組織の概要

リソース制限
リソース制限レポートには、ユーザグループのインフラストラクチャリソースで割り当てられた

制限に関する次の情報が表示されます。

•リソース名

•制限値

•現在の使用状況（Current Usage）

•保留中の SRの使用

•ステータス
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管理者は、ユーザグループごとにリソース制限を割り当てます。リソース制限は、仮想リソー

ス、オペレーティングシステムリソース、物理リソースに対して指定することができます。ユー

ザグループのリソース制限を表示するには、[組織（Organization）]の下で [リソース制限（Resource
Limits）]を選択します。

OS 使用状況
OS使用状況レポートには、ユーザグループのオペレーティングシステム（OS）の使用状況の詳
細が表示されます。OSの名前とOSの現在の使用状況を表示するには、[組織（Organization）]の
下で [OS使用状況（OS Usage）]を選択します。
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第 8 章

仮想リソース

• 仮想リソース, 49 ページ

• VDC, 50 ページ

• アプリケーションコンテナ, 50 ページ

• VM, 57 ページ

• VMアクションリクエスト, 59 ページ

• イメージ, 59 ページ

• リソースプール, 61 ページ

仮想リソース
[仮想リソース（Virtual Resources）]メニューオプションは、仮想リソースとカスタマイズ可能な
レポートのサマリーを表示します。サマリーページには、すべての VDCと VMの概要、新しい
VMと削除されたVMのレポート、およびネットワーク使用率、CPU使用率、メモリ使用率、ディ
スク使用率の傾向分析レポートが表示されます。

次の仮想リソースの表示または管理ができます。

• VDC

•アプリケーションコンテナ

• VM

• VMアクションリクエスト

•イメージ（Images）

•ポートグループ

• DVポートグループ

•リソースプール
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•データストア

•データストアクラスタ

VDC
VMのプロビジョニング時に、VMと仮想データセンター（VDC）を関連付けることができます。
サービスリクエストを作成するときに、VMをプロビジョニングする VDCを選択できます。VM
をプロビジョニングするときに、グループに使用できる VDCのリストを表示して、必要な VDC
を選択できます。

使用可能な VDCとその詳細を表示するには、[仮想リソース（Virtual Resources）]の下で [vDC]
を選択します。

VDCレポートには、使用可能なすべての VDCに加えて、次の情報が表示されます。

•クラウド

• vDC

•タイプ（Type）

•ロック状態

• VMの総数

•アクティブな VM

•カスタムカテゴリ

•ステータス

•タグ

VDCに関する追加の詳細を表示するには、そのVDCがある行をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。

アプリケーションコンテナ
アプリケーションコンテナは、エンドユーザに対するアプリケーションのプロビジョニングにテ

ンプレートを利用するアプローチです。各アプリケーションコンテナは、VMware仮想マシン
（VM）やベアメタルサーバ（BM）と、管理者によって指定されたルールに基づく内部プライ
ベートネットワークの集合です。アプリケーションコンテナには 1つ以上のVMまたはBMを含
めることができ、外部クラウドまたはパブリッククラウドにはフェンシングゲートウェイ（たと

えば、仮想セキュアゲートウェイ）で保護することができます。

管理者は、適切なポリシー、ワークフロー、テンプレートを使用して、1つ以上のアプリケーショ
ンコンテナテンプレートを作成できます。アプリケーションコンテナテンプレートによって、

エンドユーザに対してアプリケーションをどのようにプロビジョニングするかが決定します。
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使用可能なすべてのアプリケーションコンテナとすべての関連する VM、ベアメタルサーバ、
ネットワークレイヤマッピング、L4-L7サービス、およびコントラクトを表示できます。アプリ
ケーションコンテナに関する追加の詳細を表示するには、そのアプリケーションコンテナがある

行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

アプリケーションコンテナレポートの表示

各コンテナについての概要レポート、クレデンシャルによる詳細レポート、およびクレデンシャ

ルなしでの詳細レポートを生成できます。クレデンシャルを使用してレポートを生成する場合、

パスワードはプレーンテキストで表示されます。レポートヘッダーには、コンテナの作成に使用

されたサービスリクエスト IDが表示されます。

クレデンシャルなしでレポートを生成すると、レポートにパスワードが表示されなくなりま

す。

（注）

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 レポートを表示するアプリケーションコンテナを含む行をクリックします。

ステップ 4 [レポートの表示（View Reports）]をクリックします。
ステップ 5 [コンテナレポートの表示（ViewContainerReports）]画面で、[レポートタイプの選択（SelectReport Type）]

ドロップダウンリストから生成するレポートのタイプを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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アプリケーションコンテナの電源管理

アプリケーションコンテナの電源を有効または無効にすることができます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 電源をオンまたはオフにするアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [コンテナの電源をオンにする（Power On Container）]または [コンテナの電源をオフにする（Power Off
Container）]をクリックします。

ステップ 5 [コンテナの電源をオンにする（Power On Container）]または [コンテナの電源をオフにする（Power Off
Container）]画面で、電源をオンまたはオフにするプロビジョニングされた VMを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

アプリケーションコンテナの廃止

不要になったアプリケーションコンテナを廃止できます。アプリケーションコンテナを廃止する

と、プロビジョニングされた VMの電源はオフになりますが、削除されません。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 廃止するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [コンテナの廃止（Decommission Container）]をクリックします。
ステップ 5 [コンテナの廃止（Decommission Container）]画面で、プロビジョニングされた VMの電源をオフにしま

す。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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アプリケーションコンテナの複製

既存のアプリケーションコンテナを複製できます。アプリケーションコンテナを複製すると、す

べての設定と設定データが元のアプリケーションコンテナに含まれているVMとともに保持され
ます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 複製するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [コンテナの複製（Clone Container）]をクリックします。
ステップ 5 [コンテナの複製（Clone Container）]画面で、新しいコンテナ名と新しいコンテナラベルを指定します。

コンテナラベルは一意である必要があります。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
アプリケーションコンテナテーブルに複製されたコンテナが表示されます。

アプリケーションコンテナへの VM の追加
自分またはグループが利用できる導入済みのアプリケーションコンテナのいずれかにVMを排他
的に追加できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 1つ以上の VMを追加するアプリケーションコンテナをクリックします。
ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMの追加（Add VMs）]を選択しま

す。

ステップ 5 [VMの管理（Manage VMs）]画面で行を選択し、鉛筆アイコンをクリックします。
ステップ 6 [仮想マシンエントリの編集（Edit Virtual Machines Entry）]画面で、プロビジョニングする追加 VMイン

スタンスの数を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。
管理者は、プロビジョニング可能な VMインスタンスの最大数を定義します。インスタンスの
許可される最大数を超える値を入力すると、エラーメッセージが表示されます。

（注）

ステップ 7 [VMの管理（Manage VMs）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。
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導入済み APIC アプリケーションコンテナへのベアメタルサーバの追
加

ベアメタルサーバは、APICコンテナでのみサポートされます。導入済み APICアプリケーショ
ンコンテナにベアメタルサーバを追加できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 1つ以上のベアメタルサーバを追加するアプリケーションコンテナをクリックします。
ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [BMの追加（Add BMs）]を選択しま

す。

ステップ 5 [BMの追加（AddBMs）]画面で、[追加（Add）]をクリックして新しいベアメタルサーバを追加します。
ステップ 6 [ベアメタルアプリケーションコンポーネントへのエントリの追加（Add Entry to Bare Metal Application

Components）]画面で、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
新しく追加されたベアメタルサーバが [ベアメタルアプリケーションコンポーネント（Bare Metal
Application Components）]リストに追加されます。

ステップ 8 [BMの追加（Add BMs）]画面で、ベアメタルサーバをさらに追加するか、[送信（Submit）]をクリック
します。

アプリケーションコンテナの削除

不要になったアプリケーションコンテナを削除できます。アプリケーションコンテナを削除する

と、そのアプリケーションコンテナにプロビジョニングされたリソースも削除されます。[コンテ
ナの削除（Delete Container）]アクションが開始されると、アプリケーションコンテナの設定が
ロールバックされ、サービスリクエストが作成されます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 削除するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [コンテナの削除（Delete Container）]
を選択します。

ステップ 5 [コンテナの削除（Delete Container）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。

   Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
54

仮想リソース

導入済み APIC アプリケーションコンテナへのベアメタルサーバの追加



L4-L7サービスが関連付けられているアプリケーションコンテナを削除すると、L4-L7サービ
スも削除されます。

（注）

VM コンソールへのアクセス
アプリケーションコンテナに関連付けられた VMの VMコンソールを表示できます。

はじめる前に

アクセスする VM上で VNCを設定する必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 VMコンソールを表示するアプリケーションコンテナをクリックします。
ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [コンソールを開く（Open Console）]

を選択します。

ステップ 5 [VMコンソールにアクセス（Access VM Console）]画面で、[VMの選択（Select VM）]ドロップダウン
リストから VMを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
選択した VMのコンソールが新しいブラウザウィンドウで開きます。
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リソース制限の編集

アプリケーションコンテナのリソース制限を編集できます。vCPUの数、メモリ容量、最大スト
レージの制限、コンテナのハーフ幅サーバとフル幅サーバの最大数を指定できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 リソース制限を編集するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [リソース制限の編集（Edit Resource
Limits）]を選択します。

ステップ 5 [コンテナの制限（Container Limits）]画面で、[リソース制限の設定（Configure Resource Limit）]をオンに
します。

ステップ 6 必須フィールドに値を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

コストモデルの編集

コストモデルを使用して、仮想リソースの CPU、RAM、ストレージなどのユニットレベルのコ
ストを定義します。これらのコストは、仮想インフラストラクチャ内の VMのチャージバック計
算に使用されます。管理者は、コストモデルをアプリケーションコンテナテンプレートにマッ

プできます。アプリケーションコンテナのコストモデルを編集できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 コストモデルを編集するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [コストモデルの編集（EditCostModel）]
を選択します。

ステップ 5 [コンテナコストモデル（Container Cost Model）]画面で、[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウン
リストから原価モデルを選択します。

ドロップダウンリストに、アプリケーションコンテナにマップされている使用可能なコストモデルが表

示されます。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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アプリケーションコンテナコントラクトの追加

コントラクトは、エンドポイントグループ間（EPG間）通信を有効にするポリシーです。このポ
リシーは、アプリケーション層間の通信を指定するルールです。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を

クリックします。

ステップ 3 コントラクトを追加するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ステップ 5 アプリケーションコンテナの詳細ページで、[コントラクト（Contracts）]をクリックします。
ステップ 6 [コントラクトの追加（Add Contract）]をクリックします。
ステップ 7 [コントラクトの追加（Add Contract）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) コントラクトルールを適用するソースネットワークと宛先ネットワークを選択します。
コントラクトが同じコンテナの階層の間にある場合は、同じコンテナに属する階層を選択できますが、

そうでない場合は、異なるコンテナから階層を選択できます。

b) [ルールの作成（Create rule）]をオンにし、フィルタルールを作成します。
[ルールの作成（Create rule）]がオンでない場合は、空のコントラクトが作成されるだけです。

c) 通信に使用するプロトコルを選択します。
[TCP]または [UDP]を選択すると、送信元ポートと宛先ポートの開始範囲と終了範囲の追加フィール
ドが表示されます。

d) [双方向に適用（Apply Both Directions）]をオンにして、送信元から宛先へのトラフィックと宛先から
送信元へのトラフィックにコントラクトを適用します。

e) [アクション（Action）]ドロップダウンリストから、コントラクトに一致するトラフィックに対して
実行するアクションを選択します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

VM
ユーザは、管理者によって許可された、プロビジョニング後のライフサイクル管理アクションを

実行できます。ユーザグループの下でサービスリクエストを使用して、プロビジョニングされた

VMの全リストを表示できます。VMレポートを表示するには、[仮想リソース（VirtualResources）]
の下で [VM]を選択します。

VMレポートには、使用可能なすべての VMに加えて、次の情報が表示されます。

•クラウド
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• VM-ID

• VMラベル

• VM名

•ホスト名（Host Name）

• IPアドレス

•イメージ ID

•電源状態

•保護されている VM

•グループ名（Group Name）

• VDC

•カテゴリ（Category）

•プロビジョニング時間

•予定終了時刻（Scheduled Termination Time）

•最後のステータス更新（Last Status Update）

•ゲスト OSのタイプ（Guest OS Type）

• VMの注記

•カスタム属性（Custom Attributes）

•割り当てられているユーザ

•アクセスできるユーザ

•管理できるユーザ

•タグ

• VMMクラウド

VMに関する追加の詳細を表示するには、その VMがある行をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。

エンドユーザポータルバージョン 6.5以降、VMレポートには、[vCenter VM ID]フィールド
および [vCenter IP]フィールドが表示されなくなりました。

（注）
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VM のインベントリ収集のリクエスト
VMのオンデマンドインベントリ収集をリクエストできます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。
ステップ 3 インベントリを収集する VMを含む行をクリックします。
ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMのインベントリ収集のリクエスト

（Inventory Collection Request for VM）]を選択します。
ステップ 5 [VMインベントリ収集のリクエスト（Request VM Inventory Collection）]画面で、[送信（Submit）]をク

リックします。

VMのレポートと VMの詳細ページは、インベントリ収集リクエストの更新情報で更新されます。

VM アクションリクエスト
使用可能なすべてのVMアクションリクエストとその詳細を表示するには、[仮想リソース（Virtual
Resources）]の下で [VMアクションリクエスト（VM Action Requests）]を選択します。

また、特定のVMに関連付けられたVMアクションリクエストを表示するには、そのVMの詳細
ページで [VMアクションリクエスト（VM Action Requests）]を選択します。

VMアクションリクエストレポートには、使用可能なすべての VMアクションリクエストに加
えて、次の情報が表示されます。

• VM ID

•アクション ID

•ユーザ名

•コメント

•予定時刻

•ステータス

イメージ
イメージは、仮想マシン（VM）の作成とプロビジョニングに使用できるテンプレートです。イ
メージには通常、指定されたオペレーティングシステムと設定が含まれており、ハードウェアコ
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ンポーネントに対する仮想的なカウンターパートを提供します。イメージでは、繰り返して展開

する VMの設定を保持するうえで、安全な方法を提供します。

使用可能な VMとその詳細を表示するには、[仮想リソース（Virtual Resources）]の下で [イメー
ジ（Images）]を選択します。イメージレポートのイメージ IDは、ユーザまたはユーザのグルー
プに割り当てられています。イメージ IDを使用新しいVMをプロビジョニングできます。また、
不要なイメージ IDを選択して、削除することもできます。

イメージレポートには、使用可能なすべてのイメージに加えて、次の情報が表示されます。

• ID

•クラウド

•イメージ ID

•親ノード

•データセンター

•ゲスト OS

•インストールされている VMwareツール

• VMwareツールのバージョン

• VMのバージョン

•プラットフォーム

•アーキテクチャ

• CPUの数

•メモリ（MB）

•プロビジョニング済みディスク（GB）

•イメージのロケーション

• CPU予約（MHz）

• CPUの制限（MHz）

• CPU共有

•メモリ予約（MHz）

•メモリ制限（MHz）

•メモリ共有

•コミットされていないストレージ（GB）

•グループ/ユーザ
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リソースプール
使用可能なクラウドと関連する設定情報を確認できます。リソースの詳細はホストノードレベル

です。リソースプールレポートを表示するには、[物理リソース（PhysicalResources）]の下で [リ
ソースプール（Resource Pools）]を選択します。

リソースプールレポートには、使用可能なすべてのリソースプールに加えて、次の情報が表示

されます。

• ID

•クラウド

•データセンター名

•オーナー

•リソースプール名

•親

•ステータス

• CPUの設定済み予約（MHz）

• CPUの制限（MHz）

• CPUの使用済み予約（MHz）

• CPUの拡張可能予約

•メモリの設定済み予約

•メモリ制限（MHz）

•メモリの使用済み予約（MHz）

•メモリの拡張可能予約

•グループ/ユーザ

•タグ
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第 9 章

物理リソース

• 物理リソース, 63 ページ

• ボリュームグループ, 64 ページ

• vFiler, 64 ページ

• ストレージ仮想マシン, 67 ページ

• サーバ, 75 ページ

• サービスプロファイル, 75 ページ

• VNX LUN, 77 ページ

• VNXボリューム, 77 ページ

• ブロックストレージプール, 78 ページ

• RAIDグループ, 78 ページ

• ファイルストレージプール, 79 ページ

• ラックサーバ, 79 ページ

• CloudSenseレポート, 80 ページ

物理リソース
[物理リソース（Physical Resources）]メニューオプションは、物理リソースとカスタマイズ可能
なレポートのサマリーを表示します。

次の物理リソースの表示または管理ができます。

•ボリュームグループ

• vFiler

• SVM

Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
63



• VLAN

•サーバ

•サービスプロファイル

• VNX LUN

•ブロックストレージプール

• RAIDグループ

•ファイルストレージプール

• VNXボリューム

•ラックサーバ

• CloudSenseレポート

ボリュームグループ
Invictaボリュームグループは、システムにマウントされている物理ディスクまたはドライブを 1
つの管理ユニットに統合します。論理ボリュームは、ボリュームグループの一番上に作成され、

物理リソースの管理に柔軟性をもたらします。ボリュームグループレポートを表示するには、[物
理リソース（Physical Resources）]の下で [ボリュームグループ（VolumeGroups）]を選択します。

ボリュームグループレポートには、使用可能なすべてのボリュームグループに加えて、次の情

報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•ボリュームグループ名

•サイズ（GB）

•使用できるサイズ（GB）

•ステータス

• SSN

•グループ/ユーザ

vFiler
vFilerは物理ストレージアレイに展開された NetApp ONTAP 7モードの仮想コンテナで、コント
ローラ内で複数のインスタンスを作成します。vFilerは、単一のストレージシステムのストレー
ジとネットワークリソースを分割して、ネットワーク上の複数のストレージシステムの外観を提

供するために使用されます。vFilerレポートを表示するには、[物理リソース（PhysicalResources）]
の下で [vFiler]を選択します。
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vFilerレポートには、使用可能なすべての vFilerに加えて、次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•ファイラ

•名前

• IP空間

• IPアドレス

•サブネットマスク（Subnet mask）

• DNS名

• DNSサーバ

•管理ホスト

• UUID

•グループ/ユーザ

vFilerに関する追加の詳細を表示するには、そのvFilerがある行をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。

vFiler ボリューム
vFilerに関連付けられているボリュームの詳細を表示し、管理することができます。vFilerボリュー
ムレポートを表示するには、vFilerの詳細ページから [vFilerボリューム（vFiler Volumes）]を選
択します。

vFilerボリュームレポートには、vFilerに関連付けられているすべてのボリュームと次の情報が表
示されます。

•アカウント名（Account Name）

•ファイル名

• vFiler名

•名前

•タイプ（Type）

•包含集約

•使用可能、使用済み、および合計容量（GB）

•使用率

•容量保証

•予約済みスナップショット

•重複排除有効
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•ストレージ節約量とストレージ効率

•予約ブロック

•エクスポートパス

• CIFS共有名

•セキュリティスタイル

•ミラーステータス

vFilerボリュームに関する追加の詳細を表示するには、そのvFilerボリュームがある行をクリック
し、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

vFiler ボリューム LUN
vFilerボリュームに関連付けられている論理ユニット番号（LUN）を表示するには、ボリュームを
選択し、そのボリュームの詳細を表示します。

LUNレポートには vFiler LUNに関する情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•ファイル名

•名前

•タイプ（Type）

•包含集約

•状態

•使用可能（GB）

•使用済み（GB）

•合計（GB）

•使用率

•容量保証

•予約済みスナップショット

•重複排除有効

•ストレージ節約量

•ストレージ効率
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SnapMirror
NetApp SnapMirrorソフトウェアは、エンタープライズレベルのディザスタリカバリおよびデー
タ配信ソリューションです。SnapMirrorは、データを LANまたはWAN接続を介して 1つ以上の
ネットワークファイルに高速でミラーリングするData ONTAPのデータレプリケーション機能で
す。SnapMirrorレポートを表示するには、vFilersの詳細ページから [SnapMirror]を選択します。

SnapMirrorレポートには、vFilerに関連付けられたすべての SnapMirrorに加え、次の情報が表示
されます。

•アカウント名（Account Name）

•ファイル名

•送信元および宛先の場所

•ステータス

•状態

•前回の転送タイプ、サイズ、期間

•転送の進捗状況

•現在の転送タイプとエラー

•遅延時間

•ミラータイムスタンプ

•目次

•ベーススナップショット

スケジュール済みの SnapMirrorのリレーションの表示とステータス履歴を表示するには、その
SnapMirrorがある行で [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ストレージ仮想マシン
ストレージ仮想マシン（SVM）は、以前は NetApp仮想ストレージサーバ（Vserver）と呼ばれて
おり、複数のプロトコルとユニファイドストレージをサポートする仮想化サーバです。SVMは、
共有されている仮想データストレージとネットワークを安全に分離し、各 SVMはクライアント
からは単一の専用サーバとして認識されます。

SVMは、ストレージシステムと同じように、物理ストレージまたはコントローラに関係なくクラ
イアントにデータアクセスを提供します。SVMはクラスタのストレージとネットワークリソー
スを使用しますが、各 SVMには専用のボリュームと論理インターフェイス（LIF）が含まれてい
ます。

各 SVMには、1つ以上のボリュームと 1つの論理インターフェイスが含まれています。また、各
SVMには個別の管理者認証ドメインがあり、SVM管理者によって独立して管理することができ
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ます。SVM管理者は、クラスタの管理者によって割り当てられた機能に応じて、SVMとそのリ
ソース（ボリューム、プロトコル、サービスなど）を管理できます。

データを提供するには、各クラスタに SVMが 1つ以上必要です。複数の SVMをクラスタ内のい
ずれかの単一ノードにバインドすることなく、1つのクラスタで共存させることができますが、
SVMが存在する物理クラスタにバインドする必要があります。

SVMレポートを表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [SVM]を選択しま
す。SVMレポートには、使用可能なすべての SVMに加えて、次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

•名前

•タイプ（Type）

•状態

• NFSサービスステータス

•ルートボリューム

•アグリゲート

• LIF

•最大ボリューム

•許可されるプロトコル

•アクセスウイルス対策ポリシー

•クォータポリシー

•サービススイッチ名

•スイッチのマッピング名

•ノード名

•グループ/ユーザ

•タグ

SVMに関する追加の詳細を表示するには、そのSVMがある行をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。

SVM ボリューム
SVMに関連付けられたボリュームの詳細を表示するには、SVMの詳細ページから [ボリューム
（Volumes）]を選択します。ボリュームレポートには、SVMに関連付けられているすべてのボ
リュームと次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）
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•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

•名前

•タイプ（Type）

• Is SVMルート

•包含集約

•ノード名

•ステータス

•使用可能、使用済み、および合計容量（GB）

•圧縮によりスペースを節減

•重複排除によりスペースを節減

•セキュリティスタイル

•スナップショットポリシー

•エクスポートポリシー

•使用率

•容量保証

•予約済みスナップショット

•ジャンクションパス

• CIFS共有名

•重複排除有効

•グループ/ユーザ

SVMに関連付けられているボリュームに関する追加の詳細を表示するには、そのボリュームがあ
る行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

SVM LUN
SVMに関連付けられた LUNの詳細を表示するには、SVMの詳細ページから [LUN]を選択しま
す。LUNレポートには、SVMに関連付けられているすべての LUNと次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

•音量

Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
69

物理リソース

SVM LUN



•名前

• LUN ID

•データストア

•ホストノード

•パス

•状態

•読み取り専用

•サイズと使用済みサイズ（GB）

•マッピング先

•容量予約の有効化

•状態の共有

• OSタイプ

SVMに関連付けられている LUNの詳細を表示するには、その LUNがある行をクリックし、[詳
細の表示（View Details）]をクリックします。

SVM イニシエータグループ
イニシエータグループ（igroup）は LUNにアクセス可能なイニシエータを示します。SVMに関
連付けられたイニシエータグループの詳細を表示するには、SVMの詳細ページから [イニシエー
タグループ（Initiator Groups）]を選択します。イニシエータグループレポートには、SVMに関
連付けられているすべてのイニシエータグループと次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

•名前

• Group Type

• OSタイプ

•ポートセット名

SVM イニシエータ
イニシエータはストレージシステム上の指定した LUNにアクセス可能なホストです。各イニシ
エータはワールドワイドポート名（WWPN）で識別されます。同じイニシエータグループ内の
すべてのイニシエータが同じオペレーティングシステムを実行する必要があります。イニシエー
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タは、オペレーティングシステムのタイプが異なる 2つのイニシエータグループのメンバーにな
ることはできません。また、イニシエータは同じ LUNにマップされている複数のイニシエータ
グループに属することはできません。イニシエータレポートを表示するには、SVMの詳細ページ
から [イニシエータ（Initiators）]を選択します。

イニシエータレポートには、SVMに関連付けられているすべてのイニシエータと次の情報が表示
されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

•名前

•イニシエータグループ

•グループタイプ

• OSタイプ

SVM CIFS 共有
CIFS共有は、ボリューム上の名前付きアクセスポイントで、CIFSクライアントがファイルサー
バ上のファイルにアクセスできるようにします。CIFS共有レポートを表示するには、SVMの詳
細ページから [CIFS共有（CIFS Shares）]を選択します。CIFS共有レポートには、SVMに関連付
けられているすべての CIFS共有と次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

•共有名

•マウントポイント

•ユーザ/グループ

•アクセス制御

•説明

SVM SIS ポリシー
圧縮や重複排除などのシングルインスタンスストレージ（SIS）操作を実行するための SISポリ
シーを定義できます。データ圧縮はオンデマンドで、またはスケジュールされたバックグラウン

ド処理として使用できます。ポリシーには重複排除を含めることができます。重複排除は、各固

有データブロックの単一のインスタンスのみが保存されている FlexVolボリュームの重複データ
ブロックを排除することで、ディスク領域の使用率を低減する方法です。SISポリシーレポート
を表示するには、SVMの詳細ページから [SISポリシー（SIS Policies）]を選択します。
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SISポリシーレポートには、SVMに関連付けられているすべての SISポリシーと次の情報が表示
されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

•ポリシー名

• QoSポリシー

•スケジュール済み（Scheduled）

•有効

•時間（Duration）

•コメント

SVM エクスポートポリシー
エクスポートポリシーには、ボリュームへのクライアントアクセスを制御するエクスポートルー

ルが含まれます。エクスポートポリシーは、クライアントがデータにアクセスできるようにSVM
上にある必要があります。エクスポートポリシーは、各ボリュームと関連付けてボリュームへの

クライアントアクセスを設定する必要があります。

単一の SVMに複数のエクスポートポリシーを含めることができます。複数のボリュームを持つ
1つの SVMには、以下のものを設定できます。

•各ボリュームに対して別個にクライアントアクセス制御を行うための、SVMの各ボリュー
ムに割り当てられた異なるエクスポートポリシー。

•各ボリュームに対し新しいエクスポートポリシーを作成することなく同じクライアントア
クセス制御を行うための、SVMの複数のボリュームに割り当てられた同一のエクスポート
ポリシー。

エクスポートポリシーレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [エクスポートポリシー
（Export Policies）]を選択します。

エクスポートポリシーレポートには、SVMに関連付けられているすべてのエクスポートポリシー
と次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

•ポリシー名
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SVM エクスポートルール
エクスポートルールによって、ボリュームへのクライアントアクセス要求の処理方法が決まりま

す。クライアントへのアクセスを許可するには、少なくとも 1つのエクスポートルールをエクス
ポートポリシーに追加する必要があります。エクスポートポリシーに複数のルールを含めると、

ルールはルールインデックスに基づいて処理されます。ルールの作成時にルールのインデックス

番号を指定できます。処理される順序にエクスポートルールを並べ替えることができます。

ルールで定義されたアクセス許可は、エクスポートルールで指定した一致基準に一致するクライ

アントに適用されます。エクスポートルールレポートを表示するには、SVMの詳細ページから
[エクスポートルール（Export Rules）]を選択します。

エクスポートルールレポートには、SVMに関連付けられているすべてのエクスポートルールと
次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

•ポリシー名

•クライアント一致

•ルールインデックス

• ROアクセスルール

• RWアクセスルール

•アクセスプロトコル

• NTFS Unixのセキュアな運用

• chownモード

SVM スナップショットポリシー
スナップショットポリシーは SVMのスナップショットポリシーのスケジュールを自動的に管理
します。スナップショットポリシーには最大 5つのスナップショットポリシーのスケジュール
を設定でき、自動的に作成されるスナップショットコピーの頻度と最大数を指定します。

スナップショットポリシーを使用して、指定したスケジュールに応じて作成されたスナップショッ

トを識別する NetApp SnapMirrorのラベルを指定できます。SnapMirrorのラベルは、SnapVaultに
転送するスナップショットを識別するために使用されます。スナップショットポリシーでプレ

フィックスを指定すると、スナップショット名にプレフィックスが付いたスナップショットが作

成されます。スナップショット名にプレフィックスを使用すると、自動スナップショットの命名

でスケジュールの名前を使用するよりも高い柔軟性が得られます。

スナップショットポリシーレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [スナップショット
ポリシー（Snapshot Policies）]を選択します。
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スナップショットポリシーレポートには、SVMに関連付けられているすべてのスナップショッ
トポリシーと次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

•名前

•ポリシー所有者

•有効

•合計スケジュール

•コメント

スナップショットポリシーに関する追加の詳細を表示するには、そのスナップショットポリシー

がある行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

SVM ポートセット
ポートセットは、ファイバチャネル（FC）ターゲットポートのグループで構成されています。
LUNをストレージシステムのターゲットポートのサブセットだけで使用できるようにするには、
ポートセットを igroupにバインドします。igroup内のホストは、ポートセットのターゲットポー
トに接続することによってのみ LUNにアクセスできます。

igroupがポートセットにバインドされていない場合、igroupにマッピングされている LUNはすべ
てのストレージシステム FCターゲットポートで使用できます。igroupは、どのイニシエータ
LUNがエクスポートされるかを制御します。ポートセットは、それらのイニシエータがアクセス
できるターゲットポートを制限します。

ポートセットレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [ポートセット（Portsets）]を選
択します。

ポートセットレポートには、SVMに関連付けられているすべてのポートセットと次の詳細が表示
されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

•名前

•ポートセットタイプ

•合計ポート数

•ポート
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SVM WWPN エイリアス
WWPNは、Data ONTAPで 16文字の 16進値として表示される一意な 64ビットの IDです。管理
者は、エイリアスを代わりに使用して FCポートをより簡単に識別できる場合があります。SVM
に関連付けらたWWPNエイリアスの詳細を表示できます。WWPNエイリアスレポートを表示す
るには、SVMの詳細ページから [WWPNエイリアス（WWPN Aliases）]を選択します。

WWPNエイリアスレポートには、SVMに関連付けられているすべてのWWPNエイリアスと次
の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•クラスタ名（Cluster Name）

• SVM

• WWPNエイリアス

• WWPN

サーバ
すべての使用可能な物理サーバの詳細をモニタおよび表示できます。サーバレポートを表示する

には、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [サーバ（Servers）]を選択します。

サーバレポートには、使用可能なすべての物理サーバに加えて、次の情報が表示されます。

•名前

•モデル

•合計メモリ（MB）

•関連付けられたステータス

•処理のステータス（Operation Status）

•サービスプロファイル（Service Profile）

•電源状態

• IPアドレス

サービスプロファイル
サービスプロファイルは、関連するサーバハードウェアで、ホストするアプリケーションのサ

ポートに必要な設定が行われていることを保証します。サービスプロファイルは、サーバハード

ウェア、インターフェイス、ファブリックの接続性、サーバおよびネットワークの IDに関する設
定情報を維持します。
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すべてのアクティブなサーバにサービスプロファイルを関連付ける必要があります。

どのようなときでも、1台のサーバに 1つのサービスプロファイルだけを関連付けられます。
同様に、1つのサービスプロファイルは、一度にサーバ 1つだけに関連付けられます。

（注）

サービスプロファイルをサーバと関連付けると、このサーバにオペレーティングシステムとアプ

リケーションをインストールできるようになります。また、サービスプロファイルを使用して、

サーバの設定を確認することができます。サービスプロファイルとの関連付けを形成している

サーバで不具合が発生しても、サービスプロファイルが自動的に別のサーバにフェールオーバー

することはありません。

サービスプロファイルとサーバとの関連付けが解除されると、このサーバの IDおよび接続情報
は、工場出荷時のデフォルトにリセットされます。

サービスプロファイルレポートを表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で
[サービスプロファイル（Service Profiles）]を選択します。

サービスプロファイルレポートには、使用可能な各サービスプロファイルの次の情報が表示さ

れます。

• DN

•名前

•関連付けられたステータス

•タイプ（Type）

• FSMステータス

•割り当て済みのサーバまたはサーバプール

•動作状態

•状態の設定

•状態の割り当て

•グループ/ユーザ

•テンプレートインスタンス

•ポリシー所有者

•メンテナンスポリシー

•ストレージプロファイル

• vMediaポリシー

サービスプロファイルに関する追加の詳細を表示するには、そのサービスプロファイルがある行

をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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VNX LUN
EMC VNX LUNは、ブロックまたはファイルストレージアレイのボリューム内のストレージエ
ンティティを識別するために使用される論理ユニット番号（LUN）です。VNX LUNレポートを
表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [VNX LUN]を選択します。

VNX LUNレポートには、使用可能なすべての VNX LUNに加えて、次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•名前

• ID

•ストレージプール

• RAIDグループ ID

•ユーザの容量（GB）

•現在の所有者

•デフォルトの所有者

•キャッシュ読み取り有効

•書き込みキャッシュ有効

•グループ/ユーザ

VNX ボリューム
EMC VNXボリュームは、ファイルシステムに記憶域を分散させるブロックまたはファイルスト
レージプールにあります。VNXボリュームレポートを表示するには、[物理リソース（Physical
Resources）]の下で [VNXボリューム（VNX Volumes）]を選択します。

VNXボリュームレポートには、使用可能なすべてのVNXボリュームグループに加えて、次の情
報が表示されます。

•ボリューム名

•タイプ（Type）

•ストレージ容量（GB）

•空き容量（GB）

•ストレージプール

•データムーバ
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ブロックストレージプール
ブロックストレージプールは、ストレージエリアネットワーク（SAN）ディスクのコレクタの
使用可能なディスクボリュームのグループです。これらは使用可能なストレージをファイルシス

テムに割り当てるために使用されます。ブロックストレージプールレポートを表示するには、

[物理リソース（Physical Resources）]の下で [ブロックストレージプール（Block Storage Pools）]
を選択します。

ブロックストレージプールレポートには、すべての使用可能なブロックストレージプールと、

次の情報が表示されます。

•アカウント名（Account Name）

•名前

•説明

•総容量（GB）

•使用済みの容量（GB）

•空き容量（GB）

•物理容量（GB）

• RAIDタイプ

•ストレージプール ID

• LUN数

•グループ/ユーザ

RAID グループ
RAID（Redundant Array of Independent Disks）は、同じデータを複数のハードディスクの異なる場
所に保存する方法を提供します。データを複数のディスクに配置することで、入出力操作をバラ

ンスの取れた方法でオーバーラップでき、パフォーマンスが向上します。RAIDグループレポー
トを表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [RAIDグループ（RAIDGroups）]
を選択します。

RAIDグループレポートには、使用可能なすべての RAIDグループに加えて、次の情報が表示さ
れます。

•アカウント名（Account Name）

• RAIDグループ ID

• RAID ID

•ドライブタイプ
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•未処理容量（GB）

•論理容量（GB）

•空き容量（GB）

•省電力設定

• LUN数

•ディスクの数

•拡張の割合

•グループ/ユーザ

ファイルストレージプール
ファイルストレージプールは、使用可能なストレージをファイルシステムに割り当てるために

使用されるネットワークファイルシステム（NFS）ディスクのコレクタの使用可能なディスクボ
リュームのグループです。ファイルストレージプールレポートを表示するには、[物理リソース
（Physical Resources）]の下で [ファイルストレージプール（File Storage Pools）]を選択します。

ファイルストレージプールレポートには、すべての使用可能なファイルストレージプールと、

次の情報が表示されます。

•名前

•説明

•ストレージ容量（GB）

•使用済みのストレージ（GB）

•タイプ（Type）

•ディスクの種類

•ボリュームを使用

•使用者（Used By）

•グループ/ユーザ

ラックサーバ
ラックサーバレポートを表示するには、[物理リソース（PhysicalResources）]の下で [ラックサー
バ（Rack Servers）]を選択します。

ラックサーバレポートには、使用可能なすべてのラックサーバに加えて、次の情報が表示され

ます。
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•アカウント名（Account Name）

•モデル

•処理のステータス（Operation Status）

• UUID

•電源状態

• IPアドレス

CloudSense レポート
CloudSense分析では、インフラストラクチャリソースの使用率、ITインフラストラクチャスタッ
ク全体の重要なパフォーマンス測定指標、およびキャパシティがリアルタイムで提供されます。

CloudSenseレポートは、仮想およびクラウドインフラストラクチャのキャパシティのトレンド、
予測、レポート、およびプランニングの重要な改善を示している場合があります。

次のレポートは、CloudSenseから使用できますが、ユーザのシステムで利用可能なレポート数は
ユーザロールによって異なります。

•顧客の課金レポート

• ENCストレージインベントリレポート

• NetAppのストレージインベントリレポート

•グループごとの NetAppストレージ節約量

• NetAppストレージ節約量レポート

•ネットワークのインパクトアセスメントレポート

•仮想コンピューティングインフラストラクチャの組織使用状況

• PNSCアカウントの要約レポート

•グループの物理インフラストラクチャのインベントリレポート

•ストレージの重複除外状況レポート

•グループのストレージインベントリレポート

•シンプロビジョニングされた領域レポート

• UCSデータセンターのインベントリレポート

•グループごとの VMアクティビティレポート

• VMwareホストのパフォーマンスサマリー

•仮想インフラストラクチャおよびアセットレポート
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MSP管理者に CloudSenseオプションが有効になっている場合、顧客の組織に関連するレポー
トのみが表示されます。

（注）

CloudSense レポートの生成

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。
ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[CloudSense]をクリックします。
ステップ 3 [レポートの生成（Generate Report）]をクリックします。
ステップ 4 [レポートを生成（Generate Report）]画面で、[レポートタイプ（Report Type）]ドロップダウンリストか

ら生成するレポートのタイプを選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 10 章

アカウンティング

• アカウンティング, 83 ページ

アカウンティング
[アカウンティング（Accounting）]メニューオプションは、VMリソースの使用状況の詳細と使用
コストを表示します。VMのリソースアカウンティングの詳細やチャージバック情報を表示でき
ます。

リソースアカウンティングの詳細

選択したグループに属する VMのリソースの使用状況を表示できます。リソースの使用状況は時
間単位で計算されます。リソースアカウンティングの詳細レポートを表示するには、[アカウン
ティング（Accounting）]の下で [リソースアカウンティングの詳細（ResourceAccountingDetails）]
を選択します。

リソースアカウンティングの詳細レポートには、すべての VMのアカウンティング情報に加え
て、次の情報が表示されます。

• VMのアクティブな期間と非アクティブな期間

• CPUの使用

•メモリスペース

•ストレージ

•受信ネットワークデータ量

•転送ネットワークデータ量

VMに関するリソースアカウンティングの追加の詳細を表示するには、そのVM IDがある行をク
リックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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チャージバック

特定のグループのVMのリソースの使用状況の詳細と関連コストを確認できます。コストはグルー
プの vDCに関連付けられたコストモデルに基づいて計算されます。チャージバックレポートを
表示するには、[アカウンティング（Accounting）]の下で [チャージバック（Chargeback）]を選択
します。

リソースの詳細には、次の情報が含まれます。

•インスタンス名

•リソースタイプ

•プロビジョニング時間

•アクティブな VM時間

•非アクティブな VM時間

•平均 CPU使用率

•平均メモリ使用量

•コミット済みディスク

リソース関連コストには、以下が含まれます。

•アクティブな VMに関するコスト

• 1回限りのコスト

• CPU使用率

•割り当てメモリ

•予約済みメモリ

•使用メモリ

•サーバ

•コミット済みディスク

•非コミットディスク

•受信ネットワークデータ量

•転送ネットワークデータ量

•固定費
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第 11 章

レポート

• レポート, 85 ページ

• レポートの表示, 86 ページ

• レポートの電子メール送信, 86 ページ

レポート
[CloudSense™]メニューは、特定のグループに 4つのレポートタイプを提供します。レポートに
はそれぞれ事前に定義された形式があります。以下に CloudSenseレポートのタイプを示します。

•顧客のエンドユーザ課金レポート：このレポートでは、顧客によって使用されているVM、
CPU、ストレージ、メモリのコストサマリーが表示されます。また、VMリソースの使用状
況と料金の詳細も表示されます。

•グループのインフラストラクチャインベントリレポート：このレポートでは、電源状態、
サービスプロファイル、VLAN、vFiler、vFilerの下のボリューム、ボリュームグループ、
vServerなどのサーバの詳細が表示されます。このレポートでは、VMイメージ、リソース
プール、データストア、ポートグループ、DVポートグループなどの仮想リソースのインベ
ントリの詳細も提供されます。

•エンドユーザグループの物理インフラストラクチャインベントリのレポート：このレポー
トでは、特定のグループの計算、ネットワーク、ストレージなどの物理インフラストラク

チャインベントリのリソースの詳細が表示されます。

•エンドユーザグループのストレージインベントリレポート：このレポートでは、特定のグ
ループの vFiler、上位 5つのボリューム、上位 5つの LUNなどのストレージインベントリの
詳細が表示されます。
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レポートの表示

ステップ 1 [CloudSense]を選択します。
ステップ 2 [CloudSense]ページで、必要なレポートタイプをクリックします。
ステップ 3 レポートテーブルで、表示するレポートの行をクリックします。

ステップ 4 [レポートを開く（Open Report）]をクリックします。
ステップ 5 [レポートの開始（Launch Report）]画面で、[形式のタイプ（Format Type）]ドロップダウンリストから、

レポートの形式のタイプを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
選択したレポートが別ウィンドウに表示されます。

レポートの電子メール送信

ステップ 1 [CloudSense]を選択します。
ステップ 2 [CloudSense]ページで、必要なレポートタイプをクリックします。
ステップ 3 レポートテーブルで、電子メールで送信するレポートの行をクリックします。

ステップ 4 [電子メールレポート（Email Report）]をクリックします。
ステップ 5 [電子メールレポート（Email Report）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [送信先（To）]フィールドに、受信者アドレスを入力します。
b) 必要に応じて件名を変更します。
c) [形式タイプ（Format Type）]ドロップダウンリストから、添付するレポートの形式タイプを選択しま
す。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
電子メール送信の成功または失敗を示すメッセージが表示されます。
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